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１. 序論 

1.1 研究の背景 

わが国では、2019 年にラグビーワールドカップ

（以下：W 杯）、2020 年には東京オリンピック・

パラリンピック大会が開かれる。これらのイベン

ト開催における国内的課題として、2011 年 3 月に

東北地方で起きた東日本大震災からの復興がある。

その象徴的な地域として、岩手県釜石市（以下：

釜石市）は、日本選手権 7 連覇で有名な新日鉄釜

石ラグビー部の OB と行政のリーダーシップのも

と、ラグビーW 杯開催地に立候補し、2015 年 3

月、開催地に決定した。釜石市は「ラグビーのま

ち」として全国的に知られており、ラグビーW 杯

を契機とすることで、復興の促進を目指している。

地方消滅が危惧されている中、衰退地域にて国際

スポーツイベントを開催することが地域活性化に

どういった影響を与えるのかを考える上で、釜石

住民のラグビーW 杯開催の是非を把握し、住民の

複雑な意識に着目することは意義がある。 

1.2 先行研究 

震災復興とレジリエンスに関する研究では、原

田（2012）が「東北地方の特徴として、災害など

の外的要因に対する減災・復元力（レジリエンス）

に優れていた」としている。また和泉は（2015）

は、地域レジリエンスは、まちのアイデンティテ

ィに基づく「記憶」の共有に着目している。加え

て、震災復興と国際スポーツイベントに関する研

究では、西原・佐藤(2004)が、国際スポーツイベ

ントは開催地の人々に大きな影響を与えると指摘

しており、藤本・犬飼（2012）は、東日本大震災

の復興におけるスポーツ・チームやスポーツ選手

の支援活動は、被災地の人々の「生きる力」に影

響を与えたとしている。一方、国際スポーツ大会

が被災地の住民に活力を与えるなどの実証的研究

を行ったケースはまだ、ほとんどない。被災地で

ある釜石市に関する研究では、向山（2014）がＷ

杯招致段階における住民の意識を調査しているが、

インタビュー調査の対象が 3 人と少なく、開催決

定後の住民の意識については言及されていない。 

２. 研究分析 

2.1 研究の目的 

 本研究は、2019 年ラグビーＷ杯の開催決定後の

東日本大震災の被災地・釜石市の住民意識に着目

し、W 杯開催の是非における被災地住民の複雑な

意識を明らかにすることを目的とした。 

2.2 研究の方法 

事前調査としてインタビュー調査で住民のラグ

ビーW 杯開催に対する是非の傾向を探った上で、

量的調査による被災地住民の属性把握と、質的調

査による心理的構成概念の抽出を行うミックスメ

ソッドによる調査を行った。事前調査のインタビ

ュー調査は 3 人を対象に実施した。量的調査では

仮設居住者か非仮設居住者かを分析の軸とし、そ

れぞれ各 150 名、計 300 名に対して実施した。同

時に質的調査のインタビュー調査は計 46 名を対

象に実施した。分析においては対象者の属性のバ

ランスを考慮し、ラグビーW 杯開催賛成が仮設：

8 名、非仮設：8 名、ラグビーW 杯開催反対は仮

設：7 名、非仮設：7 名の計 30 名に絞って行った。 

３. 量的調査の結果と考察 

 量的調査では、非仮設居住者と仮設居住者、年

代で比較を行った。ラグビーW 杯開催の賛否にお

いては、非仮設居住者の平均値は 5 段階評定で

3.89 であった。仮設居住者は 2.99 で中央値をわ

ずかに下回った。Ｗ杯に向けた一体感の必要性に

おいても非仮設居住者の平均値は 4.37 と高く、世

代間の差があまり見られなかった。仮設居住者は

3.39 で、非仮設居住者との平均値の差は 0.98 あ

った。ともにｔ検定を実施したところ、仮説―非

仮設居住者の間には有意な差が認められた（p＜



0.01）。しかしながら、多重比較では、仮説―非仮

設居住者の間に主効果は認められたが、年代には

主効果がなく、仮設群の年代別、非仮設群の年代

別でも有意な差が見られず、交互作用も認められ

なかった。 

Ｗ杯開催の賛成・反対理由においては、賛成理

由では「釜石が有名になる」に次いで、「復興を加

速する」が 2 番目に多いのに対し、反対理由では

「施設運営費が負担」に次いで、「復興が遅れる」

が 2 番目に多くなっていた。復興における受け取

り方が賛否で相反する結果になった。 

４. 質的調査の結果と考察 

質的調査では、W 杯開催の是非における釜石市

住民の心理的構成概念を抽出するため、インタビ

ュー調査（定性的分析）を行った。分析ソフトを

使ってコード化を行った結果、35 のコードと 15

のサブカテゴリーの固まりを抽出し、さらに上位

概念のカテゴリー・構成概念として 9 つにまとめ

られた（表 1）。 

表 1 構成概念一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 つのカテゴリー・構成概念ごとにＷ杯賛成、

反対における仮設、非仮設、つまり４グループに

分けて比較、考察した結果、住民の多様で複雑な

Ｗ杯開催への意識が分かった。特にＷ杯開催賛成

群と反対群、あるいは仮設居住者と非仮設居住者

の意識の内実に違いがあることが分かった。釜石

市の特徴として、4 つのグループとも郷土愛を強

く抱き、新日鉄釜石ラグビー部黄金時代の「まち

の資産（記憶）」を認めながらも、現状のラグビー

環境に対しては批判的であった。またＷ杯賛成群

ではＷ杯開催を契機とし「ラグビーのまち」とし

たい強い意向が示された。一方、構成概念の各カ

テゴリーの強弱を評価するため、カテゴリーごと

の発話（コード）数を比較した（表 2）。 

 

 表２ 構成概念の発話（コード）数の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発話の総数は「復興関連」「まちづくり」におい

て多く、仮設居住者と非仮設居住者の相違が大き

い構成概念が「ラグビー資本」「人と人のつながり」

「まちへの愛着」だった。とくに「ラグビー資本」

においてＷ杯賛成・仮設居住者の発話が多いのは、

新日鉄釜石ラグビー部の V7（1978－84 年度）時

代の「記憶」と関係があると考えられる。 

５. 結論 

2019 年ラグビーW 杯開催決定後の東日本大震

災の被災地・釜石市の住民意識に着目し、開催の

是非について注目した結果、仮設―非仮設居住者

のＷ杯開催の是非に対する実態を把握でき、是非

につながる 9 つの心理的構成概念が明らかになっ

た。加えて、構成概念別における比較・考察で、

仮設住宅居住者と非仮設居住者の意識の内実に違

いがあることが判明した。Ｗ杯気運を高めるため

には、特に W 杯反対群の仮設居住者を巻き込んで

いく住民の一体化が不可欠であると考えられる。 


